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調査地および方法はじめに

2011年の出函甫育期調査は，県内全域の新幹線高架のコウ

モリの生息状況を調べることが三HI艮であったため,7月及び8

月に県内全域の新幹線の側道をII荊趨《j20kmで走行し，ヘテ

ロダイン方式のバットディテクター(MiniHI :UlUaSound

Advice)による超音波音声や落下した糞が認められた橋脚や

耐了の隙間（以下，スリッ|､）において下部から写真撮影を

行い，アブラコウモリの幼獣が認められた場所を記録した。

2012年は越冬期の調査として2012年1月24日から2月19

日に，上越新幹線の上里町神嗣||右岸から桶川市環境センタ

ー付近の全長約52kmの区間（図l)における1593スリット

を調査した．また2012年2月19日に東北新幹線の久喜市利

梱11右岸から蓮田市閏戸の全長約16kmの区間(図l)におけ

る107スリットを調査した.さらに出幽I甫育期の調査として，

越冬期にコウモリの生息が確認されたエリアを中心に，上越

新幹線では2012年7月13日から19日にかけて705スリット

アブラコウモリ即js"鋤低めﾉt刀"“はアジア東部に分布す

るコウモリで，日本では北海道南部から九州にかけて励峨部

を含めて記録され，沖縄県でも沖縄島を含めていくつかの脇

で確認されている(Kawai, 2m9)．家屋や建造物の|卿H1をね

ぐらとし，『h街地を中心に分布している．夏季に1~4仔を出

産し, 11月～3月まで冬眠を行う（安井, 2011)．埼玉県内で

も平恩榔を中心に広く見られ齢木, 1978),家屋や学校（吉

行ほか, 1970;町田, 19";重昆,2m5など),陸橘の隙間(安

藤ほか2㈹7）などでねぐらが確認されている．

筆者らは2011年および2012年に埼玉県内の上越稀i幟↓お

よび東北新幹線の高架橋の隙間をねぐらとするコウモリ頬の

分布調査を行った．ヒナコウモリについては既に大沢ほか

QO14)で報告を行っているが，今回，同時に確認されたア

ブラコウモリについての出函甫育期およひ越冬期の分布及び

個体数についての報告を行う．
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を調査した．東北新草舗lは7月23日に57スリットを調査し

た．

2012年の調査は，越冬期，出瀞甫育期ともに調査因削内に

任意の区域を設定し,その中の調査可能なスリットをすべて，

写真撮影によって調査した．

写真撮影による調査は日中にデジタノレー眼レフカメラ（オ

リンパス社製E-5,ニコン社製DN, D80に, 35mm判換算

1mmm程度のレンズを装着）とストロボを用いて撮影し，コ

ンピューター画面上で種と個体数を確認した．なお，幼獣が

密集，または成獣に抱力れていた場合もあったため，今泉

(1966)に基づき体色が基本的にベージュ色の個体を成獣と

判断して，幼獣は存在の確認にとどめ，個体数を集計するの

は成獣のみとした．

調査結果は該当するl辺約lkmの3次メッシュ（環境庁，

1997)で整理し，便宜上メッシュにはJI-J51 (上越新幹線),

TIT8東北新幹線）の略号を振った．

なお,調査地では2012年から2014年まで,幼獣が独立する7

月~F旬以降から冬眠前の10月までと冬眠明けの4月に計30

回の捕穫を行って測定し，落下した死体の榴号も含めて，調

査地におけるアブラコウモリ属のコウモリは，アブラコウモ

リであることを確認している（大沢ほ力未発表)．本報告にお

ける種の和名及び学名は, SanoerqfQM)に従った．
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図2. 2011年に砿認したアブラコウモリの出廻#瘡

2 2012年の越冬期の分布（表2,図3)

上越新幹線では調査した48メッシュのうち上里町G次メ

ッシュJI,以下メッシュ記号のみ表記）から桶川市051)に

かけての43メッシュで657頭のアブラコウモリを確認した．

個体数が多かったのは深谷市のJ12,熊谷市のJ20, J24,鴻巣

市のJ40などであった．刺上新幹線では7メッシュのうち久

喜市m)から蓮田市(IB)までの6メッシュで133頭のア

ブラコウモリを確認し，久喜市のT3での個体数が多かった．

窟結果

籔綱鞘1 2011年の出題哺育コロニーの分布（表l,図2)

上越新幹線では,熊谷市と北足立郡伊奈町の2メッシュで

アブラコウモリの幼獣を確認し，東北新幹線では，久喜市か

ら北足立郡伊奈町までの6メッシュでアブラコウモリの幼獣

を確認した．
図3. 2012f"越冬期におけるアブラコウモリの分布

3 2012年の出醇甫育期の分布（表2,図4)

上越新章辮では調査した40メッシュのうち上里町01)か

ら桶川市049）にかけての33メッシュで蛇5頭のアブラコ

ウモリノフ職を砿認した．個体数が多かったのは上里町および

本庄市のJ5-J6,深谷市のJIO, J14, J17,熊谷市のJ2CJ24な

どであり，熊谷市のJ2M24は計321頭であった．さらに,成

獣が確認された33メッシュ中の25メッシュで，まだ飛翔で

きないアブラコウモリの幼獣が見られたため（図5)，出産お

よひ哺育をしていることが確認された．詞上新車鵠では3メ

ッシュのうち久喜市の2メッシュで計8頭のアブラコウモリ

成獣を確認したが，幼獣は側認できなかった．

表l. 2011年に出産哺育を礦認したアブラコウモリの榊醗商架

スリット利用状況
’

3次ﾒッシュ 該当市町村 2011年鯛査日

､、、 弓F吟

5439-1515 久喜市 8/6

5439-1505 久喜市 8/6.8/8
東北新幹線 5439-0563 久喜市 8/6

5439-0553 久喜市･白岡市 8/5
5339-7580北昆立認伊奈町 8/5.8/8
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*2. 2012年のアブラコウモリの新幹線商架スリット利用状況

2012年調査年月日

23 上里町 1/24.2/8 7/17J1 5439-2099 18 44
J2 5439-2180 3 16 3 8 上里町 1／24 7/17

J3 5439-2181 9 26 ;:;25 20 上里町 2/8 7/17
J4 5439-2171 21 33 ;:;21; 16 上里町 1/272/19 7/17
J5 5439-2172 9 23 :;:59 19上里町･本庄市 1/27.2/8 7/17
J6 5439-2173 10 11 :i :剥な 6 本庄市 2/8 7/17

J7 5439-2163 28 25 ;:;33 12 本庄市 1/27.2/8 7/17
J8 5439-2164 21 35 ;:;32; 20 本庄市 2/19 7/17

J9 5439-2155 7 32 :;:;:3: 22 本庄市 1/29 7/18

J10 5439-2146 16 31 :::51: 16 深谷市 1／29 7/18

J11 5439-2147 23 15 ;:; :;6; 9 深谷市 1／29 7/18

20 深谷市 1/29.2/19 7/18J12 5439-2137 40 25

J13 5439-2138 1 4 :;:::1: 2 深谷市 2/1 7/18

J14 5439-2128 0 9 ;:;54; 5 深谷市 2/1 7/18

J15 5439-2129 3 13 6 13 深谷市 2/1 7/18

J16 5439-2210 17 23 :;:35: 17 深谷市 2/1 7/18.19

J17 5439-2201 36 11寒躯 6 深谷市
J18 5439-1292 9 16 ;:;22; 11 深谷市

2/1 7/19

2/1 7/19

J19 5439-1293 1 25 0 11 深谷市･照谷市 2/1 7/19

J20 5439-1284 82 31 :;1D3: 13 熊谷市 2/6 7/19

J21 5439-1285 30 32 ;:;49! 18 鯛谷市 1/29,2/6 7/19
J22 5439-1286 25 79 i:i65; 41 服谷市 2/6.9 7/19

J25 5439-1279 - - 9 13 箙谷市 7/14ー

J26 5439-1353 2 76 9 57 熊谷市 2/8,2/12 7/14
J27 5439-1343 1 8 0 4 箙谷市 2/8 7/14

J28 5439-1344 18 51 5 47 航谷市･行田市 2/8 7/14

J29 5439-1345 1 11 行田市 2/8 ー

J30 5439-1335 4 18 行田市 2/8 ■■■

J31 5439-1336 6 84 0 1 行田市 2/4.8 7/14

J32 5439-1337 1 12 鴻巣市 2/4 ー

J33 5439-1327 13 88 0 11 鴻巣市 2/4 7/15

J34 5439-1328 1 19 潟巣市 2/4 ー

6 行田市･溺巣市 2/4J35 5439-1318 9 41 7/15

J36 5439-1319 0 3 行田市 2/12 一

J37 5439-1309 16 41 20 23行田市･澗巣市 1/262/12 7/15
J38 5439-1400 7 37 0 8 鴻巣市 1/262/12 7/15
J39 5439-0490 32 88 ;:;:;5 9 潟巣市 1/2627 7/15.16
J40 5439-0491 43 86 ;:;23; 26 鴻巣市 1/2729 7/16
J41 5439-0481 1 46 溺巣市 1／29 q■■

J42 5439-0482 15 58 6 6 鴻巣市 1/29 7/16

J43 5439-0472 1 5 0 1 溺巣市 1／29 7（6

J44 5439-0473 0 8 鴻巣市 1／26 ー

J45 5439-0463 1 37 溺巣市 1／26 ー

J46 5439-0464 - - 1 1 鴻巣市 7/16ー

J47 5439-0454 - - 0 1 溺巣市 7/16ー

J48 5439-0445 0 32 一鴻負市･掻川市･久宮市 1/26 ー

J49 5439-0436 4 4 ;::34 8桶川市･久喜市 1/26 7/16

J50 5439-0426 0 14 桶川市 1／26 一

J51 5439-0427 7 41 桶川市 1/26『
■■■

上越新幹總計 657 1593 925 705

T1 5439-1547 12 25 久喜市 2/19 ー

･

T2 54311537 1 5 久喜市 2/19 ■■■

T3 5439-1526 85 38 1 10 久喜市 2/19 7ﾉ23

T4 5439-1516 31 24 7 9 久喜市 2/19 7/23

T5 5439-0595 - - 0 38 久喜市 7/23一

T6 5439G553 0 3 一久喜市･白岡市 2/19 ー

T7 5439-0543 2 7 白岡市 2/19 ー

T8 5439-0501 2 5 蓮田市

一雨E薪騨罵肝一両5_両ラー5－5－
2／19 ー

注) Pa:アブラコウモリ(恥応力で此'sa戯画m"s)の個体数，

鯛査S:鯛査したスリット数.－:未鯛査.網掛:幼獣確鹿
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化などによりこのようなねぐらは減少している可能性がある

が，上倒郊勺新しい住宅でもねぐらは見られ，またビルの屋上

等の周囲にある金属カバー（パラペットカバー）内』制産備の

コンクリート擶皆の隙間をねぐらとして利用していることが

報告さｵTており（佐野ほか, 1997;Ynsuiαα/, 1997,安藤ほ

れ2007)，新たな環境へも適応していると推定される今後

も新幹線高架をねぐらとして利用するアブラコウモリの個体

群の動態に注目して調査を継続していく予定である．

図4. 2012年の出塑刷清期におけるアブラコウモリの分布
謝辞

2011年に埼玉県内の新章絲泉望或におけるコウモリ生息状況の

概雪凹屋を共同で行ったコウモリの会の重昆達也氏には厚く

お礼を申し上げます．

考察

今回の調査によってアブラコウモリは県内の広い範囲で上

越繩端線および東員ltW聯のスリットにおいて，出産や哺育

およひ越冬を行っていることが明らかとなった．アブラコウ

モリは主に，河||や公園，水田等の開放空間において採餌す

ることが知られており (Fu''鋤<oshi&Uchida,1978ぅ塔筋･柴

田, 2003;繁田ほか, 2006),埼玉県内の新幹線高架周辺はそ

のような生息条件を満たしていると思われる．調査地にはア

ブラコウモリの生息が多く見られるところと一頭も確認でき

なかったところが混在し，周辺の環境の違いが生息密度に影

響している可能性があるが，調査がすべてのスリットではな

く任意のスリットであることに加え，線i聯高架の構造は地

形などによって違いが見られ,構造の違いが生息密度に影響

することも考えられるため，今後さらに調査を進めていく必

要がある．

アブラコウモリIj埼玉県下でもっとも普通に見られるコウ

モリとされ(鈴木, 1978),佐野ほか(1997)舗町田(1999)

によるアブラコウモリのねぐら計確によると，弓股家屋の屋

根と壁面のすきま（軒下）や屋根瓦の下などでの確認が多い

ことが報告されている．近年の一般家屋の非ｵう窒化，高気密
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